
長崎が被爆都市として世界に重要な町であり、要塞都市だった中世の最初の
姿がまた世界に意味のあることを、学問の背景からご理解いただきながら、
長崎の地域再生について考えます。

日

入場無料
Zoomで
ご参加
ください。

【お願い】新型コロナウイルス感染拡大防止のために，状況によっては中止もあり得ます。

長崎平和文化研究所主催

都市の記憶Ⅵ/Ⅶ/Ⅷ

事前登録制です マスクの着用に
ご協力ください

手指の消毒に
ご協力ください

体調不良の方は
ご遠慮ください

Web参加が
可能です

間隔を空けて
ください

申込先 長崎平和文化研究所 ☎095-838-4835（所長室）／095-838-5128
①お名前②ご住所③ご自分のメールアドレスまたはFax番号④どの回か(複数可)をお書きいただき，
下記のメール又はFax宛てにお申し込みください。講演はWeb (Zoomを予定)でもご参加いただけます。

メール: peace@NiAS.ac.jp
Fax ： 095-839-0584

デ・ルカ・レンゾ神父

■要塞都市長崎

■イエズス会本部と長崎—長崎開港450年を振りかえって—

安野眞幸氏

■被爆建造物の保存～広島の事例、長崎への助言（Web講演）
石丸紀興氏

（イエズス会日本管区長，前日本二十六聖人記念館館長）

（著書：『港市論 平戸・長崎・横瀬浦』『世界史の中の長崎開港』等）

（広島・平和・地域再生研究所主催）

会場：長崎市立図書館多目的ホール（長崎市興善町1-1）

会場：長崎市立図書館多目的ホール（長崎市興善町1-1）

会場：総合資格学院（長崎市江戸町6-5 センタービル）

1/17
（日）

14時-16時

1/10
（日）

14時-16時

2/23
（火）

14時-16時

■要塞都市長崎

（Web講演）

（Web講演）
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